
様式１ 令和６年度　　山梨県立農林高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

スペシャリストの育成を図るための資格取得を推
進

資格取得状況の把握

課題解決能力を高めるためにプロジェクト学習を
充実

農業科において１人１実践を行う

向上心、探究心、自主・自立、連帯の精神を養うた
めの農業クラブ活動等の充実

プロジェクト発表においては計画書にもとづく
実施と成果発表。農業鑑定競技指導の充実

本校の歴史・伝統を理解するために「先人に学ぶ
事業」を推進

本校の歴史に係る先人の生き方をとおして
自己を見つめる教育を実施
俳句・川柳大会への積極的な取組

甲斐市との包括連携協定を締結し、地域との連携
を推進

農業・林業分野、ワイン製造・流通、まちづく
り,景観等を中心に取り組む

高大連携を推進 農林大学校との高大カリキュラム連携の充
実、連携会議の実施
食品科学科「食品製造」での山梨学院短期
大学との講義・実習の実施
食品科学科「食品微生物」で山梨大学と野
生酵母活用の実施

学習者の視点での授業改善により、「個別最適な
学び」、「協働的な学び」の授業実践を推進

授業アンケート等の実施

到達目標に準拠した、指導と評価の一体化を推進 Active School Kai Projectの取組と授業アン
ケートの実施

学習意欲の向上を図るための多様な評価方法の
開発

授業アンケート等による振り返りと生徒との
懇談の実施

基礎学力の向上と家庭学習の習慣への定着を図
るための学習指導の開発

全校体制での計算力向上の取り組み
アプリ等の活用により課題に取り組む

早い段階で生徒・保護者の進路希望を把握し、組
織的な指導体制を充実

進路希望調査・個別懇談の実施

ＨＲ・学年・学科・進路指導係などの連携を密にし、
組織的な進路指導の充実

インターンシップ・デュアルシステムの実施

生徒の希望に応じた企業の斡旋や進学先に対して
積極的にサポートし進路実現を充実

進路ガイダンスの実施
BYODを機能させた進路実現への指導の充
実

生徒一人ひとりのマナー･コミュニケーション能力を
高めるために外部講師等と連携を推進

総合的な探究の時間での実施

組織的な生徒指導を確立するために全教職員が
共通理解のもと指導

校内研修会（含む特別支援研修）の実施
特別支援委員会による情報共有と対応の実
施

生徒理解を深め、安心して学べる環境づくりを推進 関係者会議の実施及び外部機関との連携
教職員が相談しやすい環境づくりを実施

生徒の悩み・相談に丁寧に接し、教育相談体制を
充実

アンケートの実施・ＨＲ活動の充実に取り組
む
外部機関との連携による生徒対応を行う

三者懇談・家庭訪問等を積極的に実施し、保護者
との連携・協力体制を充実

個別懇談の実施
状況により三者懇談の実施

「自主・自立を育む指導」に心掛け、意欲的な姿勢
で自ら学ぶ教育を推進

生徒主体の生徒会活動の実施
農業科におけるプロジェクト学習の実施

健康で規律ある学校生活が送れるよう基本的な生
活習慣の確立

マナーアップ運動の実施、HRにおける集団
作りの充実に取り組む

夢と感動のある学び舎を実現するために、特別活
動を推進

体育・文化・委員会活動を生徒が主体となり
実施

生徒の実践的な防災行動の定着を図るため、 交
通安全や防災・防犯の指導を充実

いじめアンケート・学校評価アンケートの実
施、地域と連携した防災キャンプ（防災講話
含む）を実施、振り返りと生徒防災リーダー
による啓発

講演会などをとおして、自己の在り方・生き方につ
いて考えさせ、道徳教育を推進

道徳教育全体計画に基づき取り組み、振り
返りを行う

・学生の将来にとって重要な進路指導体制ができていることは高く評価されると思いま
す。
・外部人材を活用した講座を開催していることは、学生の社会人力を高める上でとても
評価できると思います。
・PBLを通じてコミュニケーション能力を開発していくことは、社会人力を高めて就職や進
学にも有利になると思います。
・今後、中学校に積極的に出向いてＰＲしてもらい、中学校でも入学してから卒業するま
での見通しを早めに持たせ、学習意欲の喚起を一層図りたい。
・早期の進路希望の把握と、それに応じたサポートが適切になされている。

・ヘルメットの着用も点検するだけでは普及するのは難しいと思いますので、たとえば警察による
交通事故の学習などの啓蒙活動を積極的に行い、まずヘルメット着用の重要性を十分認識しても
らうとよいかもしれないと思いました。
・学校任せにしないためにも、学校で指導した内容などをフィードバックしてもらい、家庭も一緒に
なって連携できるとよい。またｅメッセージは一方通行のツールになりやすいので使い方には工夫
が必要だと思う。
・生徒が毎日生活する「学級」の役割は大きい。生徒同士、生徒と教師の関係性を一層良好にし
たい。また、いじめや気になる言動等に関しては、担任がより積極的に学級指導に関わっていくこ
とが求められていると感じる。中学校においても生徒会を活用した、自律的な活動もより推進した
い。
・生徒アンケートの結果から先生方が生徒の悩みや相談に親身に対応していることがわかる。
・自転車利用者のヘルメット着用率がやや低いのでその必要性を理解させるとともに、継続した指
導が望まれる。
・生徒と教師のより良い関係づくりが大事なのでしょう。生徒に寄り添った生徒指導をお願いした
い。

・「オギノ」や「いーなとうぶ」などで、一部販売コーナーを設置できると農林高校の内容
が一般市民への周知にも繋がる。また、甲斐市の特産品である「やはたいも」を使って、
ふるさと納税に繋がるような加工品などの商品が出来ると更に良いと思います。
・資格取得指導、PBL学習実践数、農業クラブ活動の充実について、来年度に向けた改
善計画を是非お願いします。
・高大連携や地域との連携を進めることで教育資源を広げ、地域の人材を活用した特色
あるPBL科目の展開もよい。
・今年度は特に甲斐市との地域連携は推進できていると思えたが内容を知らない保護
者も多い。次年度はより深い連携と周知を望みます。一方で資格取得やプロジェクト学
習などは「一定の計画」を推し進めないと取得率や成果が見えにくいと思えるので、年度
初めから生徒と一緒に取り組んでいただきたい。
・農林高校ならではの特色を十分に生かし、学校経営がなされている。

・早急にBYODの活用教員数を増やすこと、ICTの活用をすすめる必要があると思いま
す。教員に向けた研修を学内で定期的にやることは有効かもしれません。
・グローカルな教育を推進するために、現在英語教育をどのように展開し、今後どのよう
にしていくのか計画があればよい気がしました。
・教師は授業で勝負。難しいことをいかにわかりやすく教えるかを追究し続ける必要があ
る。高等学校であっても、わかる授業、楽しい授業を生徒たちに対して行わなくてはなら
ない。日々の個々の先生による授業改善を来年度に期待したい。

・遅刻・欠席についての課題は深刻なように思います。教員が注意するだけでは難しいと思います
ので、インターンシップなど社会や外部との接点を増やすことで自覚を促すことで改善する可能性
があるのではと思いました。
・人権教育として、たとえば外部講師によるハラスメントやジェンダーに関する啓蒙教育、また性教
育も避妊などに狭く限定せず少子化や不妊治療などを含めて幅広い生殖に関する医学的な教育
も高校生にはよいかもしれないと思いました。
・“基本的生活習慣”や“挨拶”などを生徒が主体的に行動するように取り組むのは、学校ばかりで
なく保護者の協力も必要だと思える。
・交通安全や防災、防犯に関し、日頃先生方が意識して取り組んでいると感じる。
・人権教育については、生徒の目線に立って、性差に関することについて意見交換を行うなどしな
がら、他者を尊重する態度や意識の高まりを今後も図ってもらいたい。
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『誠実の人となれ』の校訓のもと、自主・自立・連帯の精神と実践力を養い、社会の発展に貢献する人材を育成する。 山梨県立農林高等学校　　校長　　　清水　章男

学校関係者評価

実施日　（令和７年２月１３日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４ 生涯にわたり、健康に生きる力を育成する。

評価

年度末評価（令和７年２月１日現在）

１  農業専門高校として、「生命」「環境」「食」を育む教育を主な柱として、新しい時
代に必要となる資質・能力を育成する。

〇人権教育の充実、また生徒会役
員、生徒が自主的に活動できる活
動と教員の伴走者としての支援の
実施、防災教育の充実を引き続き
図っていく。

〇資格取得指導、プロジェクト学
習、農業クラブ活動の充実につい
ては専門教育の根幹であり、今年
度末までに実現可能な計画を作
成、年度初めからスムーズな指導
を行う。
〇地域との連携、高大連携をさら
に進め、本校の教育資源とする。
甲斐市との包括連携協定に基づ
き、地域で活躍する場面を創出し、
生徒の自己肯定感を高めていく。

２ 協働的な学びを通じて創造性と問題解決能力を育成する。

３ 自らを律して、他を思いやる心、望ましい人間関係が築ける豊かな心を育成す
る。

B

〇引き続き、公務員（国家公務員・
県職員・市町村職員・自衛官な
ど）、４年制大学志望など難関の進
路を希望する生徒への指導を手厚
く行っていく。
〇東京農業大学との連携について
は、キャンパスツアーの実施に向
けて取り組んでいく。

〇引き続き、生徒に寄り添った姿
勢を持ち、教員が人権感覚を大切
にし、生徒たちに安全安心な学校
生活が送れるよう指導をしていく。
〇ヘルメット着用については、点検
の実施、不備のある生徒への個別
指導や研修などの新たな取り組み
を検討していく。
〇多様性や共生社会の実現に向
けて外部機関の力も借りながら、
学校の教育力を高めていくことを
進める。

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

□進路指導においては一定程度の成
果が表れている。生徒、保護者からの
評価もおおむね良好。
□就職のミスマッチを防ぐため、イン
ターンシップやデュアルシステムのさら
なる充実を図って行く必要がある。ま
た、企業と学校の両輪で専門学習の
体験的な学びを実施していくことも重
要。

□HRにおける集団づくりは、同じ方向
を向いて実施していく必要があるが、
HRにより指導の差があることは否めな
い。
□保護者との連携については、担任の
配慮やeメッセージ（緊急連絡アプリ）
の活用により、前年度より成果が上
がっている。

5

3

〇生徒の学力差も大きいが、指導
方法の改善を不断に行っていく。
また、授業ごとに振り返りを実施
し、生徒の学習状況を見取り、カリ
キュラムマネジメントを確実に行っ
ていく。ICTの活用により、生徒の
学習習慣の確立を図っていく。具
体的には今年度から導入したスタ
ディサプリを授業と有機的に連携
させ活用する。

自己評価結果

□資格取得指導について、3月末に取得になる
資格もあるが、目標達成とならない見込み。家
庭科検定の実施状況は課題である。
□プロジェクト学習については、実践したものの
年度末になるにつれ計画通りに実施できなくな
る状況が見られる。
□農業クラブ活動について年間指導計画が計
画的に立てられておらず、目標の達成とならな
かった。全国大会の鑑定競技で入賞者が１名
出たことは評価できる。
□先人に学ぶ事業については、その意義などを
十分生徒に周知するとともに、地域資源の活用
など新たな事業内容の検討が必要。
□地域連携、高大連携については今年度取り
組みを推進できた。特に甲斐市とは包括連携協
定を締結することができ、締結後も様々な取り
組みを進めている。

B

A

B

進路指導

4 生徒指導

□遅刻・欠席については様々な課題が
ある。社会に出た時にどのようなことが
想定されるかなど、生徒が基本的生活
習慣の確立ができるよう、指導してい
く。教室環境の整備についても防災の
観点から指導していく必要がある。
□生徒が主体的に取り組める生徒会
活動を実践するには、教員の伴走者と
しての役割が非常に重要である。

1

2 学習指導

□授業改善は、本校における大きな課
題と感じる教員が多い。授業をそのた
め、様々取り組むも成果として現れて
こない。ファシリテーターとして授業を
おこなうこと、指導と評価の計画書の
作成、単元開発も課題である。生徒の
学習習慣の定着も進んでいない。

特色ある学校づくり

道徳教育
安全教育


